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第 224 号 

  ２０２１年 ２ 月１５日 

発 行 者   

呉市医師会病院  

地域医療福祉連携室 

あ く せ す  

 

初花月の候 いよいよ日本国内でも 2 月中旬から医療従事者へ新型コロナワクチン

の接種が開始されます。このワクチン接種が新型コロナウイルスの感染拡大の抑制

につながることを期待します。当院も引き続き感染対策に努めてまいりますので、

ご利用・ご紹介のほど、よろしくお願いいたします。 

 

第 34 回 中国・四国 

 

 
「地域でつなぐ・支えるオストメイトの未来」をテーマに

ストーマや創傷・排泄障害などのケアに関する問題点や解

決策をアットホームな雰囲気の中で語り合う研究会です。

初めての呉市開催となりますので、会員の先生方のご参加

をお待ちしております。 

詳細は 呉市医師会病院ホームページ内 特設サイト 第 34 回中国・

四国ストーマリハビリテーション研究会をご参照下さい 

 

日  時：令和３年６月５日（土）９時～１６時 

場  所：呉市医師会館 ５Ｆ 講堂 

開催方法：ハイブリッド形式（会場と Web 配信） 

http://www.kure.hiroshima.med.or.jp/hp/ 

suto-marihaken/index 

http://www.kure.hiroshima.med.or.jp/hp/


 

 

  

平均入院患者数  平均病床利用率  平均在院日数 ※  紹 介外来患者数  医療相談患者数  

97.4 人  49.2％  20.1 日  57 人  71 件  

除菌後発見早期胃癌の内視鏡的特徴として、我々は

除菌後粘膜に出現する発赤した陥凹に注目しました。

広島大学病院で内視鏡治療を行った除菌後胃癌患者さ

んとピロリ菌現感染の胃癌患者さんの内視鏡的形態を

比較したところ、除菌後胃癌の患者さんでは有意に発

赤した 0-IIc の形態が多かったことが分かりました

（表）。 

除菌後の胃粘膜には（図）のように癌類似の発赤陥

凹が出現し、白色光内視鏡観察では良悪性の鑑別が困

難なことが多いです。そこで、この発赤陥凹に対して

画像強調観察（IEE）の一つである、narrow band 

imaging(NBI)拡大観察を用いて観察したところ癌と

非癌の鑑別が概ね可能となり、不要な生検を回避でき、

かつ生検の陽性率が向上しました（kotachi et al. 

Digestion 2018）。NBI 拡大観察をして初めて癌と

気づく病変もあり、白色光観察のみでは胃癌を見落と

している可能性も高いと考えています。 

このように除菌後胃 

癌には特徴的な形態が 

あり典型像を頭に浮か 

べて内視鏡検査を行う 

必要があります。 

 

★1 月１日～1 月３1 日★ ※届出日数（地域包括ケア病棟、障害者病棟等を除く） 

 呉市医師会病院 地域医療福祉連携室 あくせす    http:/www.kure.hiroshima.med.or.jp/hp/ 

電 話 （０８２３）３２－７５７６（直通） 院 長  中塚 博文  室 長 中間 千穂  事 務  中野 浩美  事 務 石坂 梨恵 

ＦＡＸ （０８２３）３２－７５０７     ＭＳＷ 森下 香織  ＭＳＷ  菅原 淳子  ＭＳＷ  巻幡 成実 

 

 

 

 

広島大学病院 内視鏡診療科 助教 小刀
こ た ち

 崇
たか

弘
ひろ

 先生  

除菌後胃癌の内視鏡診断 

胃癌の主たる原因はピロリ菌の持続感染です。本邦

では、2013 年 2 月にピロリ菌感染胃炎に対する除菌

療法の適応が保険収載され、現在除菌後の患者さんが

増えてきています。除菌を行うことで胃癌発症リスク

は減らせるものの、0 になるわけではありません。除

菌後に発見される早期胃癌は、除菌前の胃粘膜の状態

にもよりますが、分化型管状腺癌が多いことが報告さ

れています。高齢男性や胃粘膜の萎縮が進行した方、

胃癌の内視鏡治療の既往がある方では特に除菌後の胃

癌発症は高リスクです。このような方達は年に 1回の

内視鏡サーベイランスが必須と言えます。 

  除菌後発見胃癌は発赤陥凹の形態を示す 

表 

分化型腺癌 分化型腺癌  

 非癌(腸上皮化生） 

図 

 分化型腺癌 

非癌(腸上皮化生） 非癌(腸上皮化生） 

関係医師懇談会のご案内 

CT・MRI の造影検査における注意点  

 
 ― 合併症・副作用について ― 

講 師：飯田
いいだ

 慎
まこと

先生 
（広島大学病院 放射線部 診療准教授） 

  日時：令和３年３月２３日（火）19：00～ 

 

 

 

場所：呉市医師会館 ５階 講堂 

今回は軽食（カレー）のご準備は致しませんのでご了承下さい 

 
●関係医師懇談会 報告 2021 年 1 月 26 日（火）● 


